
取付作業者用

発売元：

このたびは、スズキ純正用品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございました。
本書はAV一体型メモリータイプナビゲーションの取付方法「共通編」について記載しています。
取り付け前に、本書と別冊の「車種別編」を必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。
本書に記載の取付位置以外の場所、または取付方法以外の方法で取り付けられたものについては、取付作業者の責任と
なります。取り付け後は本書および「取扱説明書」を必ずお客様にお渡しください。
なお、取り付けミスを避けるため、取り付けはスズキ代理店、またはスズキ代理店が指定した販売店で行ってください。

この取付説明書の中で使用されている記号は、次のようになっています。
、 、 、 のところは、とくにしっかりお読みください。

適用車種および適用年式

安全に関する表示

取り付け、取り扱い方法を誤った、または守らなかった場合、死亡または重大な傷害につながるお
それがある内容です。

取り付け、取り扱い方法を誤った、または守らなかった場合、傷害につながるおそれがある内容です。

取り付け、取り扱い方法を誤った、または守らなかった場合、物的損害につながるおそれがある内
容です。

この用品のために守っていただきたいこと、または知っておくと便利な内容です。

AV一体型メモリータイプナビゲーション
取付説明書
共通編

4221205CAA-KAW24001-05

品　　　番 適　用　車　種 適用年式

99098-69U45-K01
（SKXS809）
※ 99000-79AW3
　（GCAUSB16S）
※ 99000-79Y19
　（GCAEP8000S）
※ 9909J-84SN5-K1A
　（KNABC25S）

ジムニー /ジムニーシエラ
スペーシア
スペーシア ベース
ハスラー
ワゴンR
ワゴン Rスマイル
スイフト
スイフトスポーツ

JB64W / JB74W
MK54S、MK94S
MK33V
MR52S、MR92S
MH55S、MH85S、MH95S
MX81S、MX91S
ZCDDS、ZCEDS、ZDDDS、ZDEDS
ZC33S

2024 年 12 月～

ソリオ MAD7S 2025 年 1 月～

ランディ MZRA90C、MZRA95C、ZWR90C、
ZWR95C 2024 年 12 月～

ジムニーノマド JC74W 2025 年 4 月～

アルト HA37S、HA97S 2025 年 7 月～

ラパン HE93S 2025 年 8 月～

クロスビー MND1S 2025 年 10 月～

※ USB接続ケーブル 99000-79AW3（GCAUSB16S）、ETC / ナビゲーション接続ケーブル 99000-79Y19
（GCAEP8000S）、バックアイカメラ接続ケーブル 9909J-84SN5-K1A（KNABC25S）は別売です。

※ USB接続ケーブル 99000-79AW3（GCAUSB16S）は、アルト、ジムニー /ジムニーシエラ、スペーシア、スペー
シア ベース、ハスラー、ラパン、ワゴンR、ワゴンRスマイル、クロスビー、スイフト、スイフトスポーツ、ソリオ、
ジムニーノマドに設定されています。

※ 別途交換ガーニッシュが必要な場合があります。詳しくはアクセサリーカタログをご覧ください。
※ 車種によっては、別売品のセレクトビューバックアイカメラ、後席モニター、ドライブレコーダー（ナビ接続タイプ）
は設定されていません。

※ 取り付ける車両により、別途部品が必要な場合があります。2ページ目をご覧ください。
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※ 別途、アンテナ変換ケーブル99000-79X49（GCA24S）が必要です。

●スイフト、スイフトスポーツに取り付ける場合

※ 別途、アンテナ変換ケーブル99000-79X49（GCA24S）が必要です。

●ジムニー /ジムニーシエラ /ジムニーノマドに取り付ける場合

※ 別途、アンテナ変換ケーブル（ランディ用）と、電源変換ハーネスが必要です。

●ランディに取り付ける場合

※ 標準装備CDオーディオ付き車の場合、別途、オーディオ交換ガーニッシュが必要です。

●ワゴンRに取り付ける場合



3構成部品 

①

⑭

②

③

⑧

④ ⑤

⑦

⑨

⑫

㉔

⑥

構成部品

図中
番号

品名 数量

㉛ USB接続ケーブル 1
32 束線バンド（150mm） 3
33 ソフトテープ（180mm× 50mm） 2
34 クッション（100mm× 60mm） 1

● 99000-79AW3（別売品）

㉛ 32 33 34

■ USB接続ケーブル（別売品）

⑩

⑰

SKX-S806
KXM-E506W
KXM-E506W2

㉓

⑱

図中
番号

品名 数量

① ナビゲーション本体 1
② 電源ハーネス 1
③ GPSアンテナ 1
④ トラスネジ（M5× 8mm） 8
⑤ アンテナエレメントA 2
⑥ アンテナエレメントB 2
⑦ アンテナケーブル 4
⑧ クリーナー 1
⑨ ソフトテープ（180mm× 50mm） 1
⑩ マイク 1
⑪ 電源ケーブル 1
⑫ 束線バンド（150mm） 9
⑬ ケーブルクランパー 2
⑭ 固定テープ（180mm× 50mm） 5
⑮ クッション（246mm× 20mm） 1
⑯ バックアイカメラ接続ケーブルA 1
⑰ 保護シート（200mm× 50mm） 2
⑱ ドライブレコーダー接続ケーブル 1
⑲ USBケーブル（タイプA） 2
⑳ 背面カバーA 1
㉑ バインドネジ（黒）（φ 3× 6mm） 2
㉒ シート 1
㉓ 取扱説明書 1
㉔ 保証書 1
㉕ 補助説明書（ご案内） 1
㉖ ハガキ 1
㉗ お客様情報保護シール 1

⑲

㉕

⑳

㉖

㉑ ㉒

（保証
書）

取付作
業者用

ご案
内

本製
品に
取付
説明
書は
同梱
して
おり
ませ
ん。

取付
説明
書は

Web
に掲
載し
てお
りま
すの
で、
下記

URL
にア
クセ
スし
て

くだ
さい
。

閲覧
・ダ
ウン
ロー
ドす
るこ
とが
でき
ます
。

http://www.kenwood.com/jp/products/oem/dop/suzuki/inst-manual/

㉗

※ トラスネジ（M5×8mm）④は6本のみ使用します。

■ ETC / ナビゲーション接続ケーブル（別売品）
● 99000-79Y19（別売品）

図中
番号

品名 数量

41 ETC / ナビゲーション接続ケーブル 141

■ ナビゲーション（99098-69U45-K01）

⑮ ⑯

⑬

⑪



4 構成部品／ 使用工具 ／ 取付準備作業

 1. 取付作業は、安全な場所に車を駐車させパーキングブレーキを確実に操作してください。
 2. 取付作業中の車は、エンジンを停止しエンジンキーを取り外してください。
※キーレススタートシステム付車およびプッシュスタートシステム付車についてはリモコンを車外で保管してください。

 3. 構成部品および部品点数が取付説明書どおりになっているか、また不良部品の混在等はないかを確認してください。

取付準備作業

使用工具

ヘラリムーバー

プラスドライバー（長、短）

ハサミ

メジャープライヤー

トルクドライバー（プラス）

ビニールテープ養生テープ 絶縁テープ

めがねレンチニッパー

ケブラー手袋

■ バックアイカメラ接続ケーブル（別売品）
● 9909J-84SN5-K1A（別売品）

図中
番号

品名 数量

51 バックアイカメラ接続ケーブルB 151
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安全上のご注意
お使いになる人や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、必ずお守りいただくことを説明しています。
● お守りいただく内容の種類を絵記号で区別して、説明しています。

注意 （しなければならな
い）の内容です。

禁止 （してはいけない）
の内容です。

実行 （かならず行ってい
ただく）の内容です。

エアバックの動作を妨げる場所には、絶対に取り付けと配線をしない
エアバックが誤動作し、死亡事故の原因になります。

エアバック用ワイヤーハーネスに損傷を与えない
エアバックの動作不良の原因となります。
取り付けやアース配線に車の保安部品（ステアリング、ブレーキ、タンクなど）のボルトやナットを絶対
に使用しない
制御不能や発火、交通事故の原因となります。
説明書に従って取り付け・配線をする
火災や故障の原因となります。作業は手順とおりに正しく行ってください。

作業前に必ずバッテリーの⊖端子を外す
外さずに作業をするとショートによる感電やけがの原因となります。
必ず付属の部品や指定の部品を使用する
機器の損傷や確実に固定できず外れて事故や故障、火災の原因となります。
コード類は、運転を妨げないように引き回し固定する
ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダルなどに巻き付くと、交通事故の原因となります。
車体やネジ部分、シートレールなどの可動部にコードを挟み込まないように配線する
断線やショートにより、火災や感電、故障の原因となります。
コード類の配線時に金属部と接触するところは、絶縁テープを巻く
コード類の被覆が切れて金属部に接触するとショートによる火災や感電、故障の原因となります。
取り付け・配線後は、車の電装品が正常に動作することを確かめる
車の電装品（ブレーキ、ライト、ホーン、ウインカー、ハザードなど）が正常に動作しない状態で使用すると、火災
や交通事故の原因になります。
ヒューズは、必ず規定容量品を使用する
規定容量を超えるヒューズを使用すると、火災や故障の原因となります。
ねじなどの小物部品は乳幼児の手の届かないところに置く
あやまって飲み込むおそれがあります。万一、お子さまが飲み込んだ場合は、ただちに医師と相談してください。
車両部品の脱着時や配線作業時には、ケブラー手袋を装着して作業をする
シャープエッジ部などでケガをするおそれがあります。
SRSエアバッグ装着車に取り付ける際に注意する
車両復元後、SRSエアバック警告灯に異常がないか確認してください。

コードの扱いに注意する
コードを傷つける、無理に引っ張る、折り曲げる、ねじる、加工する、重いものをのせる、熱機器に近づけるなど
しないでください。断線やショートにより、火災や感電、故障の原因となることがあります。

• 車両部品の取り外しおよび取り付けは、サービスマニュアルを参照して行ってください。

• 車両より取り外したネジ類は、部品別に整理して、なくさないように十分注意してください。

取付上の注意事項

取付上の注意事項



6 結線図

パワー/
アンテナコントロール
信号コード（青）

USBケーブル

USB機器（市販品）

車両側5PINコネクター
へ接続します。 

キャップ

iPhone（市販品）

iPhone（市販品）

USB機器
（市販品） キャップ

USB接続ケーブル㉛
（99000-79AW3（別売品））

＜USBソケット（別売品）を使用する場合＞

USBソケット
（別売品）

Apple製
USBケーブル

Apple製
USBケーブル

いずれかを接続できます。

いずれかを接続できます。

ナビゲーション本体①背面

A部 ※USBケーブル（タイプA）⑲を接続後、脱落防止の
　ため背面カバーA⑳をバインドネジ㉑（2本）で固定
　してください。

バインドネジ（黒）
（φ3×6mm）㉑

背面カバーA⑳

キャップを外して
接続します。

車両側コネ

※ランディ
　のみ

※ ジムニー/ジムニーシエラ/ジムニーノマド、スイフト、
　    スイフトスポーツ、ランディ以外

車両側アンテナ端子

車両側アンテナコネクター

アンテナ変換ケーブル
（別売品）

※ ジムニー/ジムニーシエラ/ジムニーノマド、スイフト、
　    スイフトスポーツのみ

車両側
アンテナコネクター アンテナ変換ケーブル

（別売品）

※ ランディのみ

C部

アンテナ変換ケーブル
（別売品）の端子

C部 ※ランディのみ
アンテナ変換ケーブル（別売品）の端子を、
車両10PINコネクターの下図の位置に差し込みます。
コードを軽く引っ張り、ロックされたことを確認してください。

車両10PIN
コネクター

コード
･各端子は完全にロックするまで差し込んで
接続してください。
･接続しない端子はキャップを付けたままに
してください。
･Apple製USBケーブルは車内に放置しない
でください。

B部

マイク⑩

固定テープ⑭
（30×30mm）

※マイク⑩のプラグ抜け
防止のため、固定テー
プ⑭（30×30mm）
を貼ります。

ナビゲーション
本体①背面

固定テープ⑭は、他の
コネクターを隠さない
ように貼り付けてくだ
さい。

切り欠きを基準に
貼り付けます

結線図



7結線図

ETC/ナビゲーション接続ケーブル41
（99000-79Y19（別売品））

ETC車載器
（別売品）ETC

電源ケーブル
（ETC車載器に付属）

アクセサリー
信号コード（赤）

GNDコード（黒）

電源信号コード（黄）

ETC2.0車載器（別売品）に
付属のケーブル

ETC2.0車載器
（別売品）

ACC

BATT

電源ケーブル⑪

ACC

BATT

後席モニター
（別売品）

ドライブレコーダー
　　接続ケーブル⑱

バックアイカメラ接続ケーブルB51
（9909J-84SN5-K1A（別売品））

キャップを外して接続します。

ル（タイプA）⑲

電源ハーネス②

GPSアンテナ③

アンテナ
エレメントB⑥

アンテナ
エレメントB⑥

アンテナ
エレメントA⑤

アンテナ
エレメントA⑤

その他の用品
（別売品）のGND端子

マイク⑩

車両側オーディオ
コネクターへ接続します。 

ドライブレコーダー
（ナビ接続タイプ）
（別売品）

ETC2.0

ナビゲーション
本体①

ドライブレコーダー
（ナビ連動タイプ）
（別売品）

キャップを外して接続します。

キャップを外して接続します。

アンテナケーブル⑦

ETC車載器の
接続の有無に
かかわらず、
必ず接続して
ください。

バックアイカメラ（別売品）
セレクトビュー
バックアイカメラ（別売品）

バックアイカメラ接続ケーブルA⑯

キャップを外して接続します。

ETC2.0車載器（別売品）に付属のケーブルを
配線する際は、車両側シャープエッジ部を避けて、
ケーブルを保護しながら配線してください。

いずれかを接続できます。

キャップを外して接続します。

A部 B部

●バックアイカメラ接続ケーブルA⑯を
　使用の場合は、P8の表をご覧ください。

●バックアイカメラ接続ケーブルB51（別売品）の
　接続については、対象のバックアイカメラ取付
　説明書もあわせてご覧ください。

電源変換
ハーネス
（別売品）

クターへ接続します。

コネクターを抜
く 際 は 、 必 ず
ロックを解除し
てください。



8 共通

■ バックアイカメラの設定

バックアイカメラ

◯：接続　－：非接続

◯

◯

◯

－

－

－

－

◯

◯

－

◯

－

セレクトビューバックアイカメラ
（運転支援機能付き）

セレクトビューバックアイカメラ

別
売
オ
プ
シ
ョ
ン

カメラの種類

接続・設定

カメラとの接続 ナビ側カメラ設定

映像（RCA） （水色） （茶色）

バックアイカメラ

セレクトビューバックアイカメラ

（水色） （茶色） （黒）
セレクトビューバックアイカメラの
機種によっては、ナビゲーションの
電源ハーネスのGND端子と接続する
場合があります。
詳しくはセレクトビューバックアイ
カメラの取扱説明書をご覧ください。

詳細は「■バックアイカメラの設定とガイド線の
調整」を参照

・車種によって設定されていないカメラがあります。
・ランディの場合は、「バックアイカメラ」を選択します。
・車種によってバックアイカメラ接続方法が異なります。
（別売品のバックアイカメラ接続ケーブル51を使用）
・一部の車種に設定されているメガピクセルタイプのセレクトビューバックアイカメラと組み
合わせた場合、シフトチェンジ時にカメラ映像が一瞬反転表示されることがありますが、異
常ではありません。

RCAケーブル接続後、ビニールテープを使用して抜け止め・半嵌合防止をし、その後ナビゲー
ションの電源ハーネス②の5PINコネクタ側に3ヶ所固定してください。

S.SENS

バックアイカメラ
接続ケーブルA⑯

セレクトビューバックアイカメラ
もしくはバックアイカメラのケーブル

ビニールテープ

ビニールテープ 電源ハーネス②の
5PIN コネクタ側



9共通

取付要領

■ 固定テープの準備1

■ ソフトテープの準備

■ 保護シートの準備

●ケーブルを固定するため、固定テープ⑭の 5枚のうち 
 2 枚を図のように適宜カットしてください。

●ケーブルを固定するため、ソフトテープ⑨を図のよう 
 に 8等分にカットしてください。
 アンテナケーブル⑦をフロントピラーに配線する際、 
 使用します。

固定テープ⑭

ソフトテープ⑨

●保護シート⑰の準備については、車種別編をご覧ください。

50mm

50mm

80mm 70mm 30mm

30mm
30mm

Ⓐ Ⓑ Ⓒ

50mm

70mm 70mm

Ⓓ Ⓔ

ⒽⒼ Ⓖ

60mm 60mm60mm

Ⓕ

■ 固定テープの準備2

（1）次の手順（2）、（3）の作業を行うため、固定テープ⑭ 3 枚を図のようにカットしてください。

異音防止のため、次の作業を行います。
取り付けの際は、車両部品に直接干渉しないよう作業してください。

注 1）ドライブレコーダー（別売品）を接続する際に使用します。
注 2）マイク⑩を接続する際に使用します。使用方法は P6「結線図」

をご覧ください。
注 3）ドライブレコーダー接続ケーブル⑱もしくはドライブレコーダー

（別売品）、後席モニター（別売品）を接続する際に使用します。
注 4）ドライブレコーダー（別売品）を接続する際に使用します。

図中番号 用途
Ⓐ 電源ハーネス②のETCコネクター用
Ⓑ 電源ハーネス②のギボシ端子用
Ⓒ 電源ハーネス②のS SENS用
Ⓓ 電源ケーブル⑪のドライブレコーダーコネクター用　　
Ⓔ 電源ケーブル⑪のギボシ端子用
Ⓕ マイク⑩のプラグ用　　
Ⓖ 電源ハーネス②のドライブレコーダー /RCA端子用　　
Ⓗ ドライブレコーダー接続ケーブル⑱のRCA端子用　　

注3）
注4）

注2）

注1）
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S  SENS

ETC車載器
（別売品）

ETC

ACC

BATT

電源ハーネス②

アクセサリー
　信号コード（赤）

電源信号コード
（黄）

GNDコード（黒）

パワー/アンテナコントロール
信号コード（青）

ドライブレコーダー
（ナビ連動タイプ）
（別売品）

ACC

BATT

電源ケーブル⑪

S  SENS

固定テープⒶ (80×50)

固定テープⒶ (80×50) はく離紙

粘着部

折り返した
表面

この部分に粘着部が
あたらないようにします。

1. 固定テープⒶ (80×50)を
図のように切り取ります。

2. はく離紙をはがして、
凸部分を貼り合わせます。

3. コネクターの差し込み部分に粘着部が
あたらないように固定テープを巻きます。

50mm

80mm

15mm

15mm

※ETC車載器（別売品）を接続しない場合

固定テープⒸ (30×50)

必ず固定テープⒸを
巻きます。

※ドライブレコーダー（ナビ連動タイプ）
 （別売品）を接続しない場合
ギボシ端子のカバーを付けたまま
固定テープⒷを巻きます。

ACC
BATT
ACC
BATT

ETC/ナビゲーション接続ケーブル41
（99000-79Y19（別売品））

ACC

ATT

固定テープⒹ (70×50)

固定テープⒷ
(70×50)

固定テープⒺ
(70×50)

（2）電源ハーネス②に固定テープ⑭を巻いてください。

固定テープⒼ (60×50) 接続する／しない場合とも、必ず固定テープⒼを巻きます。

固定テープⒼ (60×50) 接続する／しない場合とも、必ず固定テープⒼを巻きます。

後席モニター（別売品）

ドライブレコーダー接続ケーブル⑱
もしくはドライブレコーダー（ナビ連動タイプ）（別売品）

電源ハーネス②
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（3）ドライブレコーダー接続ケーブル⑱に固定テープ⑭を巻いてください。

ドライブレコーダー
接続ケーブル⑱ ドライブレコーダー

（ナビ接続タイプ）
（別売品）

固定テープⒽ (60×50) 必ず固定テープⒽを巻きます。

束線バンド⑫は３～５mmの切代を残し、切り口が鋭
利な形状とならないようニッパー等でカットしてくだ
さい。
切代が短すぎるとバンドが外れるおそれがあります。

■ 束線バンドのカットについて

3～5mm

ニッパー等

束線バンド⑫

各ケーブル

切り口
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■ TVアンテナの取り付け方

取付概要

･ アンテナエレメント A ⑤、アンテ
ナエレメント B ⑥の取り付け位置
を十分に確認してから作業を行っ
てください。
･ 貼り付け面の油分や汚れをきれい
に拭き取ってください。
･ アンテナエレメントを折り曲げた
り、傷を付けないでください。

アンテナケーブル⑦ アンテナケーブル⑦

アンテナエレメントB⑥ アンテナエレメントA⑤
アンテナエレメントB⑥アンテナエレメントA⑤

1. 左図のように取り付けます。

取り付け方
　  〈貼り付け位置〉

●アンテナエレメント貼り付け位置

左図のような配線になる
箇所は、アンテナケーブ
ル⑦に負荷がかからない
よう余裕をもたせて配線
してください。

アンテナケーブル⑦

アンテナケーブル⑦の
アンプ部

点検標

アンテナエレメントB⑥

フロントピラー

120mm

120mm 120mm

120mm

検査標章

セラミック部分

アンテナエレメントA⑤

アンテナエレメントA⑤

アンテナエレメントB⑥

 ※スペーシア、スペーシア ベース、ワゴンR、ソリオ、ランディの場合
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●アンテナエレメント貼り付け位置

●アンテナエレメント貼り付け位置

左図のような配線になる
箇所は、アンテナケーブ
ル⑦に負荷がかからない
よう余裕をもたせて配線
してください。

アンテナケーブル⑦

アンテナケーブル⑦の
アンプ部

点検標

アンテナエレメントB⑥

フロントピラー

100mm

120mm 120mm

100mm

セラミック部分

アンテナエレメントA⑤

アンテナエレメントA⑤

アンテナエレメントB⑥

検査標章

左図のような配線になる
箇所は、アンテナケーブ
ル⑦に負荷がかからない
よう余裕をもたせて配線
してください。

アンテナケーブル⑦

アンテナケーブル⑦の
アンプ部

点検標

アンテナエレメントB⑥

フロントピラー

90mm

120mm 120mm

90mm

セラミック部分

アンテナエレメントA⑤

アンテナエレメントA⑤

アンテナエレメントB⑥

検査標章

 ※ラパン、クロスビーの場合

 ※スイフト、スイフトスポーツの場合
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●アンテナエレメント貼り付け位置

●アンテナエレメント貼り付け位置

左図のような配線になる
箇所は、アンテナケーブ
ル⑦に負荷がかからない
よう余裕をもたせて配線
してください。 

アンテナケーブル⑦

アンテナケーブル⑦の
アンプ部

点検標

アンテナエレメントB⑥

フロントピラー

90mm

140mm 140mm

90mm

セラミック部分

アンテナエレメントA⑤

アンテナエレメントA⑤

アンテナエレメントB⑥

検査標章

左図のような配線になる
箇所は、アンテナケーブ
ル⑦に負荷がかからない
よう余裕をもたせて配線
してください。 

アンテナケーブル⑦

アンテナケーブル⑦の
アンプ部

点検標

アンテナエレメントB⑥

フロントピラー

80mm

150mm 150mm

80mm

セラミック部分

アンテナエレメントA⑤

アンテナエレメントA⑤

アンテナエレメントB⑥

検査標章

 ※ジムニー /ジムニーシエラ /ジムニーノマド、ワゴンRスマイルの場合

 ※アルト、ハスラーの場合
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　〈貼り付け位置詳細〉

●アンテナエレメント貼り付け位置

給電端子

セラミック部分

アンテナエレメントA⑤
または
アンテナエレメントB⑥

アース部をセラミック部
外側の端に合わせて貼ってください。

※イラストは助手席側ですが、運転席側も同様に取り付けてください。

給電端子

セラミック部分

アンテナエレメントB⑥
または
アンテナエレメントA⑤

アース部をセラミック部
内側の端に合わせて貼って
ください。

<ピラー側＞ <ルーフ側＞

 ※スペーシア、スペーシア ベース、ラパン、クロスビー、スイフト、スイフトスポーツの場合

 ※アルト、ジムニー /ジムニーシエラ /ジムニーノマド、ハスラー、ワゴンR、ワゴンRスマイル、ソリオ、
ランディの場合

●アンテナエレメント貼り付け位置

給電端子

セラミック部分

アンテナエレメントA⑤
または
アンテナエレメントB⑥

アース部をセラミック部から
2mm離して貼ってください。

※イラストは助手席側ですが、運転席側も同様に取り付けてください。

給電端子

セラミック部分

アンテナエレメントB⑥
または
アンテナエレメントA⑤

アース部をセラミック部
内側の端に合わせて貼って
ください。

2mm

<ピラー側＞ <ルーフ側＞



16 共通

アンテナエレメントA⑤

セパレータⅠ

 3. アンテナエレメントA⑤を押さえながらセパレータⅠを
はがし、アンテナエレメントを貼り付けます。

　〈取り付け方〉

 ※ 以降のイラストは助手席側の説明ですが、運転席側も
同様に取り付けてください。

 1. アンテナエレメントA⑤、アンテナエレメントB⑥を貼
り付けるすべての部分の汚れを、クリーナー⑧できれ
いに拭き取ります。

クリーナー⑧は乾きやすいため、一度にすべての場所
の汚れを拭き取ってください。

クリーナー⑧

アンテナエレメントA⑤

 2. P12～P15 の貼り付け位置を参照して貼り付け位置を
決定し、その位置にアンテナエレメントA⑤を当てます。
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セパレータⅡ

 4. アンテナエレメントA⑤を押さえながらセパレータⅡを
はがし、アンテナエレメントを貼り付けます。

 給電端子には直接手で触れないでください。
 

アンテナエレメントA⑤

保護フィルムⅢ

給電端子

 5. 樹脂製のヘラなどでフィルムの上からアンテナエレメ
ントA⑤を十分に密着させて、保護フィルムを静かには
がします。

アンテナケーブル⑦のアンプ部

アンテナエレメントA⑤

はくり紙

合わせ位置詳細 合わせ位置詳細
（アンテナエレメントA⑤   

の場合）
（アンテナエレメントB⑥   

の場合）
アンテナ
エレメント

A⑤

アンテナ
エレメントB⑥

アンテナ
ケーブル⑦
アンプ部の
給電部

▲マーク
と目印

アンテナケーブル⑦
のアンプ部

アンテナケーブル⑦
アンプ部の給電部

▲マークと目印
アンテナケーブル⑦
のアンプ部

 6. アンテナケーブル⑦のアンプ部のはくり紙をはがし、
アンテナエレメントA⑤の給電端子にアンテナケーブル
⑦のアンプ部を貼り付けます。

 アンテナケーブル⑦のアンプ部の目印をアンテナエレ
メントA⑤に合わせて貼り付けてください。

アンプ部の給電部が、アンテナエレメントの給電端子
のほぼ中央で接触するように貼り付けてください。
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アンテナケーブル⑦ アンテナケーブル⑦

ソフト
テープ⑨

ソフト
テープ⑨

ソフトテープ⑨ ソフトテープ⑨
 1. ソフトテープ⑨で固定しながらアン
テナケーブル⑦を配線します。

　〈配線と固定〉

※. 助手席側、運転席側の配線固定詳細
は、車種別編をご覧ください。
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■ GPSアンテナの取り付け方
取付概要

GPSアンテナ③
 1. 左図のように取り付けます。

GPSアンテナ③
車両前方

はくり紙をはがします。

※. 車種ごとの取付位置、配線について
は、車種別編をご覧ください。

 1. GPSアンテナ③の取付位置を確認し
ます。

 2. 取付位置の油などの汚れをきれいに
拭き取ります。

 3. GPSアンテナ③のはくり紙をはが
し、ダッシュボードに貼り付けます。

 4. フロントウィンドウとダッシュボー
ドのすき間にGPSアンテナ③のケー
ブルを押し込み配線します。

GPS アンテナ③を貼り付ける面の
油汚れなどをきれいに拭き取ってく
ださい。汚れていると粘着力が低下
し固定できなくなります。

取り付け方

安全のため、エアバッグ動作エリア
には絶対に設置しないでください。
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■ マイクの取り付け方
取付概要

ケーブルクランパー⑬

車両前方

マイク⑩

マイク⑩

はくり紙を
はがします。

 取り付け方

マイク⑩を貼り付ける面の油汚れな
どをきれいに拭き取ってください。
汚れていると粘着力が低下し固定で
きなくなります。

※. 車種ごとの取付位置、配線について
は、車種別編をご覧ください。

 1. マイク⑩の取付位置を確認します。
 2. 取付位置の油などの汚れをきれいに
拭き取ります。

 3. マイク⑩のはくり紙をはがし、ステ
アリングコラムカバーなどに貼り付
けます。

 4. マイク⑩のケーブルをケーブルクラ
ンパー⑬で固定します。

マイク⑩

 1. 左図のように取り付けます。

板金エッジ部に保護シート⑰を車種別編に沿って貼り付けてください。

保護シート⑰を貼り付ける面の油汚れなどをきれいに拭き取ってください。
また寒い時は温めてから作業を行ってください。

※. 車種ごとの貼付位置や寸法については、車種別編をご覧ください。

■ 保護シートの貼り付け
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ナビゲーション本体①

タオル等

ナビゲーション本体①
背面凸部

シート㉒-A

シート㉒-A

シート㉒-A

基準

基準

基準

基準

基準

基準

ナビゲーション
本体①
背面凸部

ナビゲーション本体①背面

基準

基準

基準

基準

シート㉒-B

シート㉒-B

基準

基準

（反対面側より少し長くなります）

A
A

A
A

B
B

A（予備）A（予備） B（予備）

シート㉒

 1. タオルなどを敷き、ナビゲーション
本体①を置いてください。

■ シートの貼り付け

ナビゲーション本体①の傷つきを防
ぐため、タオル等で保護してくださ
い。

 2. ナビゲーション本体①にシート㉒-A
を貼り付けます。

 次に、シート㉒-Bを貼り付けます。
 シート㉒-A/Bは、樹脂製のヘラや指
先でナビゲーション本体①のカド部
分に合わせて折り目をつけて、貼り
付けてください。

・シート㉒ -Aはナビゲーション本体
①背面凸部の左右端と上側カド

・ シート㉒ -Bは下辺と内側のカド
（いずれも左図の "基準 "）に合わ
せて貼り付けてください。

・シート㉒ -Bの図示手前側は、反対
面側より少し長くなります。



22 共通 ／ 取り付け完了後の点検・調整

1. 取り付けの確認
1. 配線や取り付けに異常がないか点検してください。
2. 特に車両ハーネス等を無理に引っ張ったり、かみ込んでいないか確認してください。
3. ネジ類の締め付けが完全か、締め忘れはないか確認してください。

2. 動作確認
1. バッテリーのマイナス端子を取り付けます。
2. エンジンを始動した状態でナビゲーションの動作確認を行ってください。
 （トラブルシュートについてはナビゲーションに付属の取扱説明書に記載してあります。）

3. 最終確認
1. 車両のメーター、警告灯、ヘッドランプ、エアコン、時計、ホーン、ワイパー、アクセサリーソケットな
どが正常に動作することを確認してください。

必ずお客様に操作要領を説明してください。

取り付け店様へのお願い

取り付け完了後の点検・調整
・ 車両部品復元時に一時的に取り外した部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取り付け前の状
態に戻してください。（コネクター類の接続・締め付けトルク等）

・ 取り付け作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

グローブボックス

固定テープ⑭

USBケーブル（タイプA）⑲

 1. グローブボックスを開いた状態にし
ます。

 2. USBケーブル（タイプA）⑲を固定
テープ⑭で固定しながら、グローブ
ボックス内まで配線します。

■ USBケーブルの配線（グローブボックス内へ配線する場合）

USBソケット（別売品）を使用する
場合は、車種別編をご覧ください。
また、USB ソケット（別売品）を
使用する場合は、USBケーブル（タ
イプ A）⑲ 2本のうち 1本をグロー
ブボックス内へ配線してください。
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■ 接続の確認と車両情報の設定

 1. パーキングブレーキをセットして、エンジンを
始動します。

 2. 【HOME】を押します。

 3. ［情報・設定］にタッチします。
 4. ［接続］にタッチします。

10. 取り付けた車両にあった車両ナンバーにタッチ
します。

11. ［戻る］にタッチします。

 5. 次ページの「接続情報画面の見方」を参照して、
接続を確認します。

 6. ［戻る］にタッチします。
 7. ［ナビ］にタッチします。

 8. ［その他］にタッチします。
 9. ［車両ナンバー］にタッチします。

ナビゲーションの動作確認と設定



24 ナビゲーションの動作確認と設定

接続情報画面の見方
●リバース信号
 リバース信号コードの接続状態を表示します。
 正しく接続されている場合は、シフトレバーをR（リバース）の位置にすると［ON］、R（リバース）以外にすると［OFF］ 
 と表示されます。
●パーキングブレーキ
 パーキングブレーキ信号コードの接続状態を表示します。
 正しく接続されている場合は、パーキングブレーキがかかっているときは［ON］、解除されているときは［OFF］と表示さ 
 れます。 
ます。

ブレーキペダルを踏んだままパーキングブレーキを操作し、正しく表示されることを確認してください。

●イルミネーション
 イルミネーション信号コードの接続状態を表示します。
 正しく接続されている場合は、スモールライトオンまたはヘッドライトオンで［ON］、スモールライトオフまたはヘッド 
 ライトオフで［OFF］と表示されます。
●GPS
 GPSアンテナの接続状態を表示します。
 正しく接続されている場合は、測位状態によって［未測位］または［測位中］と表示されます。
●車速パルス
 車速パルスの値を表示します。
 車速信号コードが正しく接続されている場合、停車中は［0］、車両を少し動かすと数値が変わります。

車両を動かす際は、周囲の安全を十分確認してから行ってください。

●センサー学習 
 センサーの学習状態を表示します。
 ［学習中］と表示されますので、そのままにしておきます。
●ドライブレコーダー 
 本機対応ドライブレコーダー（別売品）を接続しているときの接続状態を表示します。
 正しく接続されている場合は、ホーム画面にドライブレコーダーボタンが表示されます。
 前方録画用ナビ連動タイプ、前方・後方録画用ナビ連動タイプ、前方・後方・車内録画用ナビ連動
 タイプのドライブレコーダーを接続した場合は［接続中］と表示されます。 
 ナビ接続タイプのドライブレコーダーを接続した場合は、接続状態は表示されません。
●ETC車載器
 ETC車載器（別売品）を接続した場合は［接続中］、接続しない場合は空欄となります。
 ETC2.0 車載器（別売品）を接続した場合は、「ETC車載器」が表示されている位置に「ETC2.0 車載器」と表示され、
 ［接続中］と表示されます。
※ETC2.0 車載器（別売品）を接続した場合は設定が必要です。次ページを参照して設定を行ってください。
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・ETC2.0 車載機を接続した場合は、下記の設定を行ってください。

 1. パーキングブレーキをセットして、エンジンス
イッチをONにします。

 2. 【HOME】を押します。

 3. ［情報・設定］にタッチします。
 4. ［外部機器］にタッチします。

 5. ［その他］にタッチします。
 6. ［ETC2.0接続］の［OFF］にタッチして、［ON］
に切り替えます。

 ※ 初期設定は［OFF］に設定されています。
 ※ 本機の電源を入れなおすと、設定が反映されま
す。

 7. ［戻る］にタッチします。

■ ETC2.0 の設定
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■ セレクトビューバックアイカメラの設定
・セレクトビューバックアイカメラを接続した場合は、下記の設定を行ってください。

 1. パーキングブレーキをセットして、イグニッショ
ンキーをONにします。

 2. 【HOME】を押します。

 3. ［情報・設定］にタッチします。
 4. ［外部機器］にタッチします。

 5. ［カメラ］にタッチします。
 6. ［バックアイカメラ接続］にタッチします。

 7. ［セレクトビューバックアイカメラ］にタッチし
ます。

 8. シフトレバーをR（リバース）にします。
 セレクトビューバックアイカメラの映像が表示
されます。［カメラ］アイコンにタッチして、画
面が切り替わることを確認します。

 タッチするたびに「ノーマル画面」「俯瞰画面」
に切り替わります。

 確認が終わったらシフトレバーをパーキングに
戻します。

 9. 表示が切り替わったら［戻る］にタッチします。

 ※ 詳しい設定は、セレクトビューバックアイカメラ
の取扱説明書をご覧ください。
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■ バックアイカメラの設定とガイド線の調整
・バックアイカメラを接続した場合は、下記 1. から 7. の設定を行ってください。
・ガイド線が表示されないバックアイカメラの場合は、8. 以降のガイド線の調整も行ってください。

 1. パーキングブレーキをセットして、エンジンスイ
ッチをONにします。

 2. 【HOME】を押します。

 5. ［カメラ］にタッチします。
 6. ［バックアイカメラ接続］にタッチします。

 8. [カメラガイド線調整]にタッチします。
 9. 調整するカーソル（　　）にタッチします。
10.      /     /    /     にタッチして、4つのカーソル
が下表の値になるよう調整します。

 カーソルごとの値は、画面左上に表示されます。

（次ページへ続く）

 3. ［情報・設定］にタッチします。
 4. ［外部機器］にタッチします。

 7. ［バックアイカメラ］にタッチします。
 ●ガイド線が表示されるバックアイカメラの場　
合は、［戻る］にタッチして、作業を終了します。

 ●ガイド線が表示されないバックアイカメラの　
場合は、手順8へ進んでください。

●アルト、ランディの場合
・ 純正用品のバックアイカメラには、ガイド線の
表示機能はありません。

・ ナビゲーションにて、下表の数値を参考に設定
作業を行ってください。

●アルト

カーソル　　の位置 左 右

上 (274, 131) (556, 132)
下 (137, 277) (696, 280)

●ランディ

カーソル　　の位置 左 右

上 (285, 195) (540, 195)
下 (160, 335) (700, 340)
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※ガイド線はおおよその参考としてご使用ください。
 （積載物、路面形状、カメラ取り付け誤差、タイヤ空気圧、車両購入後のタイヤのインチ変更、スタッドレスタイヤを装着
の場合などにずれが生じることがあります。）

黄色線： ドアミラーを含む車幅
 　    ＋左右それぞれ25cm程度。
赤色線： 車両後端から0.5m程度
オレンジ色線：車両後端から1m程度
緑色線： 車両後端から2m程度

⇧
赤色線

⇧
オレンジ色線

⇧
緑色線

⇦黄色線黄色線⇨  ※ ガイド線の形状は、カメラ画像の表示設定、車種
によって異なります。

・ガイド線について

 [初期状態]：ガイド線の位置を初期状態に戻しま
す。

11. ［戻る］にタッチします。
12. 作業終了後、ガイド線が問題なく表示されている
ことを確認してください。
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■ ステアリングリモコンの設定
・ステアリングリモコンが装着されている場合は、下記の設定を行ってください。

 1. パーキングブレーキをセットして、エンジンスイ
ッチをONにします。

 2. 【HOME】を押します。

 3. ［情報・設定］にタッチします。
 4. ［システム］にタッチします。

 5. ［車両］にタッチします。
 6. ［ステアリングリモコン］にタッチします。
 ※ 初期設定は［タイプA］に設定されています。

 7. 下記を参照し、装着されているステアリングリ
モコンのタイプを選択します。

 8. ［戻る］にタッチします。

<ステアリングリモコン＞

・タイプA ・タイプB ・タイプC ・タイプD

MODE

VOL

MODE

INFO

MODE

VOL

MODE

INFO

VOL

MODE

※ 車両により、ハンズフリー /
音声認識キーはありません。
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・タイプE ・タイプ F



31ナビゲーションの動作確認と設定

■ ドライブレコーダーの設定<1>
・ドライブレコーダーを接続した場合は、下記の設定を行ってください。

 1. パーキングブレーキをセットして、エンジンスイ
ッチをONにします。

 2. 【HOME】を押します。

 3. ［情報・設定］にタッチします。
 4. ［外部機器］にタッチします。

 5. ［その他］にタッチします。
 6. ［ドライブレコーダー］をタッチします。

 7. 使用するドライブレコーダーをタッチします。
 [タイプA]： 
 前方録画用ナビ連動タイプ、前方・後方録画用
ナビ連動タイプ、前方・後方・車内録画用ナビ
連動タイプのドライブレコーダーを接続してい
るときに選択します。

 [タイプB]： 
 ナビ接続タイプのドライブレコーダーを接続し
ているときに選択します。

 8. ［戻る］にタッチします。
 9. ［戻る］にタッチします。
10. ［ドライブレコーダー］のタッチボタンが表示さ
れていることを確認します。
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・前方録画用ナビ連動タイプ、前方・後方録画用ナビ連動タイプ、前方・後方・車内録画用ナビ連動タイプのドライブレコ
ーダーを接続した場合、下記の設定を行ってください。

■ ドライブレコーダーの設定<2>

 1. パーキングブレーキをセットして、エンジンス
イッチをONにします。

 2. 【HOME】を押します。

 3. ［ドライブレコーダー］にタッチします。
 4. ［設定］にタッチします。

 5. ［はい］にタッチします。
 6. ［システム］にタッチします。

 7. ［センサー調整］にタッチします。
 8. ［はい］にタッチします。

 9. 「センサー調整が完了しました。」と表示された
ら、［戻る］にタッチします。

センサー調整は、平らな場所に停車している状
態で実施してください。

ドライブレコーダーの取り付けを行った後、または再度取り付け角度を変更した場合も、このセンサー調整を実施して
ください。
センサー調整が正しく行われていない場合は、ブザーが鳴り続ける、または「ドライブレコーダーの設定から [ センサ
ー調整 ] を実施してください。」の画面が出る場合があります。その場合は、再度センサー調整を実施してください。

調整中はエンジンスイッチをOFF にしないで
ください。

"監視録画 "、" 後方検知 "のタブは、機能のあ
るドライブレコーダーを接続した場合のみ表示
されます。
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■ ドライブレコーダーの設定<3>

・前方録画用ナビ連動タイプ、前方・後方録画用ナビ連動タイプ、前方・後方・車内録画用ナビ連動タイプのドライブレコ
ーダーを接続した場合、下記の設定を行ってください。

 1. パーキングブレーキをセットして、エンジンス
イッチをONにします。

 2. 【HOME】を押します。

 3. ［ドライブレコーダー］にタッチします。
 4. ［カメラモニター］にタッチします。

 5. ［映像調整］にタッチします。
 操作ボタンは5秒で消えますが、画面をタッチす
ると表示されます。

 6. ［+］にタッチし、
 ブライトネス：+2
 色合い：+1　にします。
 ※ コントラスト及び色の濃さの調整は不要です。

 7. ［戻る］にタッチします。
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・ 前方録画用ナビ連動タイプのドライブレコーダーを接続した場合、下記の設定を行ってください。
 （前方・後方録画用ナビ連動タイプ、前方・後方・車内録画用ナビ連動タイプを接続した場合は、この設定は不要です。）

■ ドライブレコーダーの設定<4>

 1. パーキングブレーキをセットして、エンジンス
イッチをONにします。

 2. 【HOME】を押します。

 3. ［ドライブレコーダー］にタッチします。
 4. ［設定］にタッチします。

 5. ［はい］にタッチします。
 6. ［システム］にタッチします。

 7. ［リアカメラ録画］にタッチします。
 8. ［しない］にタッチします。

 9. ［戻る］にタッチします。
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 1. パーキングブレーキをセットして、エンジンス
イッチをONにします。

 2. 【HOME】を押します。

 3. ［情報・設定］にタッチします。
 4. ［ナビ］にタッチします。

 5. ［案内］にタッチします。
 6. 画面を上にフリックまたは［▽］にタッチして、
［一時停止の音声案内］と［一時停止の表示］を
表示させます。

 7. ［一時停止の音声案内］にタッチします。
 ※ 初期設定は［常にON］に設定されています。
 8. ［常にOFF］にタッチします。
 ［常にOFF］になっていることを確認します。

 9. 次に［一時停止の表示］にタッチします。
 ※ 初期設定は［常にON］に設定されています。
10. ［常にOFF］にタッチします。
 ［常にOFF］になっていることを確認します。

11. ［戻る］にタッチします。

■ 「一時停止の音声案内」、「一時停止の表示」の解除設定

・ スズキ セーフティ サポート装備車で、標識認識機能において一時停止の表示機能が車両に付いている場合は、
ナビゲーションの「一時停止の音声案内」と「一時停止の表示」の解除設定を行ってください。
 スズキ セーフティ サポート非装備車は、この解除設定は不要です。


